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右よし、左よし確認運動

　　　　　実施中
　
友
遍
の

　
　
基
漆
膝

　
　
、
蜜
全
硬
魂
か
5

日－
悪3月12　

～
日51月5

　県内の交通事故原因の2分の1、死亡事故

原因の3分の1が運転者の交差点における一
時不停止、安全不確認、走行中の前方不注意

等の基本的マナーの不履行により発生してい

る。また、歩行者事故や自転車事故もその多

くが道路横断時の安全不確認等により発生し

ています。

　このようなことから、歩行者から自動車運

転者まで、県民総ぐるみで通行中の安全確認

を励行し、その習慣化を図ることにより交通

事故を防止しようとするものです。

こ
よ
み

▼
七
月
の
で
き
ご
と
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国
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消
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国
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運
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協
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交
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安
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フ
ェ
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県
体
育
指
導
員
研
修
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（
1
3
日
ま
で
）

消
防
地
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想
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訓
練

第
二
回
町
民
つ
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引
き
大
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害
評
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委
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会

第
一
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町
老
連
ス
ポ
ー
ツ

大
会

松
里
土
地
改
良
組
合
理
事
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会
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老
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ク
ラ
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会
議

町
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体
育
大
会

事
業
所
統
計
審
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会

（
2
9
日
ま
で
）

農
業
委
員
会
総
会

町
心
身
障
害
者
会
議

町
内
学
童
水
泳
大
会

▼
八
月
の
予
定
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日
　
成
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式
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郡
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ

　
　
大
会

講

コ

号

安全確認！グ

　　前よし　後よし　左右よし

　
一
ケ
月
以
上
も
統
い
た
梅
雨
も

や
っ
と
あ
け
、
暑
い
夏
が
訪
ず
れ

て
き
ま
し
た
。

　
も
う
す
ぐ
お
盆
、
松
之
山
の
人

口
が
倍
以
上
に
ふ
く
ら
み
、
都
会

の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
着
飾

っ
た
若
者
が
町
の
あ
ち
こ
ち
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
一
年
中

こ
の
く
ら
い
に
ぎ
や
か
な
町
だ
と

い
い
な
P
と
思
い
ま
す
。

　
第
二
回
つ
な
引
き
大
会
、
色
々

ユ
ニ
ー
ク
な
チ
ー
ム
が
多
く
な
り

次
の
大
会
が
楽
し
み
で
す
。
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ど
う
な
る
今
年
の
稲
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
平
年
よ
り
も
や

　
八
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
の

両
日
に
わ
た
り
、
役
場
産
業
課
、

農
業
委
員
会
、
農
協
、
普
及
所
で

稲
の
作
柄
状
況
を
調
査
し
た
所
に

よ
る
と
、
今
後
の
天
候
し
だ
い
で

は
平
年
作
に
近
い
収
量
が
得
ら
れ

る
と
の
見
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。

　
六
月
下
旬
か
ら
七
月
下
句
に
か

け
て
の
低
温
と
日
照
不
足
に
よ
る

影
響
で
、
出
稲
が
昭
和
四
十
七
年

以
来
の
遅
れ
と
な
り
、
稲
の
出
来
、

特
に
標
高
の
高
い
所
で
の
冷
害
な

ど
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ

に
来
て
天
候
が
回
復
し
、
だ
い
ぶ

盛
り
返
し
て
来
た
よ
う
で
す
。

9月から『保険証』が変わります

頭をたれ始めた稲

作況指数上越は98

“
は
だ
色
”
の
保
険
証
に

　
変
わ
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
お
手
も
と
に
あ
る

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
と
退
職

者
制
度
の
保
険
証
が
「
み
ず
色
」

か
ら
「
は
だ
色
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
九
月
一
日
か
ら
は

「
は
だ
色
」
の
保
険
証
で
な
け
れ

ば
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
、
で
き

ま
せ
ん
の
で
那
、
）
注
意
下
さ
い
。

記
載
内
容
の
確
認
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ
た

ら
、
氏
名
、
続
柄
、
生
年
月
日
な

ど
に
間
違
い
が
な
い
か
ど
う
か
、

確
め
て
く
だ
さ
い
。

　
記
載
事
項
に
間
違
い
の
あ
っ
た

場
合
は
、
訂
正
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
手
数
で
も
役
場
に
お
届
け

く
だ
さ
い
、
㌔
、
｝
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
保
険
証
は
七
月
三
十
一
日

現
在
と
な
っ
て
い
ま
す
、
そ
の
後

の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
険

証
を
役
場
へ
持
参
し
、
内
容
の
訂

正
を
し
て
く
だ
さ
い
。

や
不

　
新
潟
統
計
情
報
事
務
所
が
発
表

し
た
、
八
月
十
．
五
日
現
在
の
県
内

作
況
指
数
は
九
十
九
で
、
平
年
並

み
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
別
で

は
下
越
が
｝
O
O
、
中
越
と
佐
渡

が
九
九
、
上
越
と
魚
沼
が
九
八
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
八
月
下
句
に
お
け
る
松
之
山
の

稲
の
状
態
に
つ
い
て
、
松
之
山
町

農
協
、
丸
山
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま

し
た
。

　
「
六
月
か
ら
の
低
温
の
中
で
、

特
に
低
か
っ
た
七
月
二
十
四
日
か

ら
二
十
六
日
、
八
月
五
日
か
ら
八

日
に
か
け
て
の
二
回
の
低
温
が
、

今
後
に
か
な
り
影
響
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

　
新
潟
早
生
等
は
全
体
に
小
作
り

の
よ
う
だ
が
、
実
入
り
は
良
い
方

だ
。
ト
ド
ロ
キ
は
低
温
の
た
め
か

出
来
が
良
く
、
い
い
収
穫
が
望
め

る
の
で
は
な
い
か
。
コ
シ
ヒ
カ
リ

は
、
例
年
見
ら
れ
る
根
腐
れ
が
な

く
、
ウ
ン
カ
や
穂
首
イ
モ
チ
等
の

病
害
虫
被
害
も
少
な
い
よ
う
で
、

　
　
へ

　
　
証
！

　
　
　
　
に

　
　
険
切

保
大

　
　
爪
　
を

　
保
険
証
は
国
保
の
被
保
険
者
で

あ
る
と
い
う
証
明
書
と
同
時
に
、

診
療
を
受
け
る
と
き
の
受
診
券
の

役
目
も
果
た
す
も
の
で
す
。
大
切

に
保
管
し
ま
し
よ
う
。

①
保
険
証
の
貸
し
借
り
は
い
け
ま

　
せ
ん
。

②
有
効
期
間
の
き
れ
た
保
険
証
は

　
使
え
ま
せ
ん
．

③
紛
失
し
た
り
、
破
れ
た
と
き
は

　
再
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
担
当

　
窓
口
に
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

④
会
社
に
勤
め
た
り
、
や
め
た
り

　
し
て
健
康
保
険
を
変
わ
っ
た
と

　
き
は
ヤ
そ
の
　
　
き
を
し
ま
し

ょ
う
．
．

　
　
　
　
隠
u
u

輌
聖
』
「

出
穂
が
遅
れ
て
い
る
割
に
は
状
態

　
　
　
今
後
の
天
候
し
だ
い
だ

が
倒
伏
さ
え
し
な
け
れ
ば
期
待
が

持
て
る
の
で
は
な
い
か
θ
と
、
話

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
今
後
の
気
温
に
よ
り
高

冷
地
で
は
、
遅
延
型
冷
害
が
心
配

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
で
す
。
こ
れ

義1雛脳冷地での遅延型冷害棚己不

今れでえ今れ　　蔓、　　　　　　　　　　　　…
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十
一
月
か
・
り

　
昨
年
九
月
よ
り
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
が
義
務
、
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
着
用
率
が
以
外
と
低

く
、
行
政
処
分
の
対
象
と
な
る
高

速
道
路
で
は
九
〇
％
を
超
え
て
い

る
も
の
の
、
一
般
道
路
で
は
五
〇

％
を
上
下
し
て
い
る
た
め
、
当
初
、

こ
の
九
月
一
日
よ
り
一
般
道
路
で

も
違
反
者
に
対
し
行
政
処
分
一
点

を
課
し
て
｛
一
兀
全
義
務
化
す
る
方
針

だ
っ
た
も
の
を
ニ
ヵ
月
遅
ら
せ
、

十
一
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ

シートベルトの着用

．
蕪
灘
、
　

織灘）

魏灘

騨

篇
羅
鱗

熱
欝

は
、
出
穂
の
遅
れ
に
よ
り
、
登
熟

期
間
が
秋
冷
下
に
入
り
、
稔
り
が

】
部
行
わ
れ
ず
品
質
も
低
下
す
る
。

は
な
は
だ
し
い
時
に
は
、
実
の
人

ら
な
い
ま
ま
青
立
ち
し
、
収
穫
皆

無
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
事

で
す
。
奥
手
の
稲
は
、
水
管
理
に

ト
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
道
路
で
も

完
全
義
務
化
に
！

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
松
之
山
で
も

警
察
、
交
通
指
導
員
の
協
力
を
得

て
、
街
頭
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
指
導
を
二
回
実
施
し
ま
し
た
。

着
用
率
は
、
四
九
％
と
三
四
％
と

な
っ
て
お
り
、
ま
だ
く
低
い
よ

う
で
す
の
で
十
一
月
に
な
っ
て
か

ら
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
、
今
か
ら

着
用
し
て
お
き
ま
し
よ
う
。

　
誰
の
た
め
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、

あ
な
た
自
身
の
た
め
な
の
で
す
。

一般道路での着用指導
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け
れ
ば
期
待
が

持
て
る
の
で
は
な
い
か
θ
と
、
話

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
今
後
の
気
温
に
よ
り
高

冷
地
で
は
、
遅
延
型
冷
害
が
心
配

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
で
す
。
こ
れ

義1雛脳冷地での遅延型冷害棚己不
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十
一
月
か
・
り

　
昨
年
九
月
よ
り
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
が
義
務
、
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
着
用
率
が
以
外
と
低

く
、
行
政
処
分
の
対
象
と
な
る
高

速
道
路
で
は
九
〇
％
を
超
え
て
い

る
も
の
の
、
一
般
道
路
で
は
五
〇

％
を
上
下
し
て
い
る
た
め
、
当
初
、

こ
の
九
月
一
日
よ
り
一
般
道
路
で

も
違
反
者
に
対
し
行
政
処
分
一
点

を
課
し
て
｛
一
兀
全
義
務
化
す
る
方
針

だ
っ
た
も
の
を
ニ
ヵ
月
遅
ら
せ
、

十
一
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ

シートベルトの着用

．
蕪
灘
、
　

織灘）

魏灘

騨

篇
羅
鱗

熱
欝

は
、
出
穂
の
遅
れ
に
よ
り
、
登
熟

期
間
が
秋
冷
下
に
入
り
、
稔
り
が

】
部
行
わ
れ
ず
品
質
も
低
下
す
る
。

は
な
は
だ
し
い
時
に
は
、
実
の
人

ら
な
い
ま
ま
青
立
ち
し
、
収
穫
皆

無
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
事

で
す
。
奥
手
の
稲
は
、
水
管
理
に

ト
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
道
路
で
も

完
全
義
務
化
に
！

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
松
之
山
で
も

警
察
、
交
通
指
導
員
の
協
力
を
得

て
、
街
頭
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
指
導
を
二
回
実
施
し
ま
し
た
。

着
用
率
は
、
四
九
％
と
三
四
％
と

な
っ
て
お
り
、
ま
だ
く
低
い
よ

う
で
す
の
で
十
一
月
に
な
っ
て
か

ら
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
、
今
か
ら

着
用
し
て
お
き
ま
し
よ
う
。

　
誰
の
た
め
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、

あ
な
た
自
身
の
た
め
な
の
で
す
。

一般道路での着用指導
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真夏の成人式

64人が誓いを新たに。

　
松
之
山
町
の
成
人
式
が
、
八
月

十
四
日
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
行
わ
れ
、
成
人
該
当
者
八

十
五
名
の
う
ち
、
六
＋
四
名
が
出

席
し
て
成
人
を
祝
い
ま
し
た
。

　
全
員
で
記
念
撮
影
を
し
た
あ
と

で
式
典
に
移
り
、
　
「
火
の
誓
」
が

行
わ
れ
、
昨
年
の
成
人
者
、
吉
川

雄
一
君
か
ら
柳
隆
晃
君
・
相
沢
桃

代
さ
ん
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、

二
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
キ
ャ

ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
さ
な
ロ
ー
ソ
ク
の
炎
を
見
つ
め

な
が
ら
、
長
い
よ
う
な
、
短
か
い

よ
う
な
二
十
年
を
新
た
め
て
思
い

起
し
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
村
山
町
長
は
、
「
町
は
い
ま
若
い

人
達
を
望
ん
で
い
る
。
み
な
さ
ん

が
安
心
し
て
帰
え
っ
て
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
町
造
り
に
努
力
す

る
の
で
、
将
来
、
是
非
松
之
山
に

戻
っ
て
来
て
ほ
し
い
。
し
と
祝
辞
を
の

べ
ま
し
た
。
こ
れ
に
答
え
て
成
人

－

▲緊張とくつろぎ
▼

を
代
表
し
て
相
沢
節
子
さ
ん
が
「
今

ま
で
以
上
に
知
識
や
教
養
を
身
に

つ
け
、
成
人
と
し
て
の
義
務
と
責

任
を
果
た
し
新
し
い
杜
会
を
築
く

た
め
努
力
し
ま
す
。
」
と
決
意
を
の

べ
ま
し
た
．

　
真
夏
の
成
人
式
、
さ
す
が
に
着

物
姿
の
女
性
は
い
ま
せ
ん
が
、
若

い
っ
て
こ
と
は
い
い
で
す
ね
．

　
振
り
返
っ
て
み
て
悔
い
の
な
い
、

そ
ん
な
人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

新
成
人
オ
メ
デ
ト
ウ
。

卸

Q
・

　
　
　
／

賎塞

灘

‘
《
智

（5）まつのやま

20歳になったら

国民年金へ加入を

　
八
月
十
四
日
に
真
夏
の
成
人
式

が
、
松
之
山
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
成
人
と
な
っ
た
人
に
は
、
多
く

の
権
利
と
義
務
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
へ
の
加
入
も
そ
の
一

つ
で
す
．

　
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
国

内
に
居
住
す
る
日
本
国
民
は
す
べ

て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
加
入
の
仕
方
は
次

の
三
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
や
自
営
業
を
営
む
人
な
ど

で
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入

し
て
い
な
い
人
は
、
第
一
号
被
保

険
者
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
　
（
学
生
は
任
意
加
入
と

な
り
ま
す
．
）

　
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入

も
、
、

成人代表で答辞をのべる相沢節子さん

し
て
い
る
人
は
、
第
二
号
被
保
険

者
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
．

　
第
一
．
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
の
人
（
い
わ
ゆ
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
）
は
第

三
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
第
一
号
ま
た
は
第
三
号
被
保
険

者
に
該
当
す
る
人
は
、
国
民
年
金

へ
の
加
人
手
続
き
が
必
要
で
す
か

ら
、
二
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

ら
、
す
み
や
か
に
役
場
国
民
年
金

係
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
第
二
号
被
保
険
者
に
該

当
さ
れ
る
人
の
届
出
は
、
必
要
あ

り
ま
せ
ん
．

錨

勤
労
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
勤
労
者
の
方
で
、
労
働
組
合
等

が
無
く
直
接
労
働
金
庫
を
利
用
出

来
な
い
方
。
自
営
業
者
の
方
（
従

業
員
五
人
以
下
）
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
労
働
金
庫
よ
り
直
接
融
資

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
度
、
新
潟
県
労
働
者
信
用
基
金

協
会
の
保
証
に
よ
り
表
の
よ
う
な

融
資
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

○
融
資
に
は
全
て
財
団
法
人
新
潟

　
県
労
働
者
信
用
基
金
協
会
の
保

〈融資の種類＞

〈無担保＞

種　　　類 用　　　　　　途 融資額 期　　　間 金　　利

暮しの

　　ローン

住宅・物資購入・教
育・冠婚葬祭・レジ

ャー資金等

100万円

以内
5年以内

年
1
0
． 90％

教育ローン 教　育　資　金
200万円

以内
10年以内 年

　9．20％

災害ローン 災　害　資　金
100万円

以内
10年以内 年

　8．90％

自治体

提携ローン

自治体との協定によ
る。

証
が
つ
き
ま
す
．

▽
保
証
料
　
融
資
額
の
○
・
六
％

　
（
無
担
保
）
、
O
・
一
六
％

（
不
動
産
担
保
）

○
詳
し
く
は
、
下
記
に
お
問
合
せ

下
さ
い
．

○
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
〇
二

　
五
二
－
二
五
－
二
〇
〇
〇
）

○
財
団
法
人
新
潟
県
労
働
者
信
用

　
基
金
協
会
（
〇
二
五
二
－
二
三

　
ー
一
三
八
六
）

〈不動産担保〉

住宅ローン
新築・増改築・士

地・家屋購入

3，000万円

以内
30年以内

年6．80％
～7．20％

暮しの

　　ローン

住宅・物資購入・
教育・冠婚葬祭・

レジャー資金等

1，000万円

以内
30年以内

年7．80％

～8．20％

災害ローン 災　害　資　金
3，000万円

以内

30年以内 年6．55％
～6．95％

自治体

提携ローン

自治体との協定に
よる。



i
o
o
ト
F
ー

まつのやま（4）

真夏の成人式

64人が誓いを新たに。

　
松
之
山
町
の
成
人
式
が
、
八
月

十
四
日
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
行
わ
れ
、
成
人
該
当
者
八

十
五
名
の
う
ち
、
六
＋
四
名
が
出

席
し
て
成
人
を
祝
い
ま
し
た
。

　
全
員
で
記
念
撮
影
を
し
た
あ
と

で
式
典
に
移
り
、
　
「
火
の
誓
」
が

行
わ
れ
、
昨
年
の
成
人
者
、
吉
川

雄
一
君
か
ら
柳
隆
晃
君
・
相
沢
桃

代
さ
ん
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、

二
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
キ
ャ

ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
さ
な
ロ
ー
ソ
ク
の
炎
を
見
つ
め

な
が
ら
、
長
い
よ
う
な
、
短
か
い

よ
う
な
二
十
年
を
新
た
め
て
思
い

起
し
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
村
山
町
長
は
、
「
町
は
い
ま
若
い

人
達
を
望
ん
で
い
る
。
み
な
さ
ん

が
安
心
し
て
帰
え
っ
て
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
町
造
り
に
努
力
す

る
の
で
、
将
来
、
是
非
松
之
山
に

戻
っ
て
来
て
ほ
し
い
。
し
と
祝
辞
を
の

べ
ま
し
た
。
こ
れ
に
答
え
て
成
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に
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夏
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成
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が
に
着
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の
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は
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ま
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が
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は
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で
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す
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の
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）
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被
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加
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こ
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ま
す
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は
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被
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に
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当
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、
国
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金

へ
の
加
人
手
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が
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す
か

ら
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日
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た

ら
、
す
み
や
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に
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年
金
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で
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を
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く
だ
さ
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な
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、
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被
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に
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当
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届
出
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必
要
あ

り
ま
せ
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錨
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労
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な
さ
ん
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労
者
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で
、
労
働
組
合
等

が
無
く
直
接
労
働
金
庫
を
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用
出

来
な
い
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。
自
営
業
者
の
方
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従

業
員
五
人
以
下
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に
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い
て
は
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今
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で
労
働
金
庫
よ
り
直
接
融
資

が
受
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ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
度
、
新
潟
県
労
働
者
信
用
基
金

協
会
の
保
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に
よ
り
表
の
よ
う
な
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資
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
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に
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働
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暮しの
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住宅・物資購入・教
育・冠婚葬祭・レジ

ャー資金等

100万円

以内
5年以内

年
1
0
． 90％

教育ローン 教　育　資　金
200万円
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災害ローン 災　害　資　金
100万円
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六
）
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3，000万円
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～6．95％

自治体

提携ローン

自治体との協定に
よる。
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NHK学園の
　通信講座で学習を！

　
N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習

講
座
の
秋
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
生
涯
学
習
講
座

　
教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

通
信
講
座
で
、
二
十
四
講
座
が
あ

り
ま
す
。

○
書
道
、
硬
筆
、
絵
画
、
囲
碁
、

　
園
芸
、
写
真
、
ビ
デ
オ
、
母
と

　
子
の
書
き
方
、
母
と
子
の
リ
ズ

　
ム
あ
そ
び
、
俳
句
、
短
歌
、
川

　柳、

漢
詩
、
仏
典
入
門
、
古
典
、

美
し
い
日
本
語
、
文
章
、
小
論

文
、
作
文
セ
ミ
ナ
ー
、
国
語
、

　日

本
史
、
古
代
、
英
語
、
数
学
、

簿
記
、
リ
ー
ダ
i
養
成
塾
、
俳

　
句
友
の
会
、
短
歌
友
の
会
。

　
申
込
み
受
付
は
八
月
十
五
日
ー

十
月
十
五
日
ま
で
。

▽
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方

は
、
〒
一
八
六
　
東
京
都
国
立
市

富
士
見
台
二
！
三
六

　
N
H
K
学
園
八
E
六
十
『
係
に

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て
ご
請
求

く
だ
さ
い
。
案
内
書
は
無
料
で
す
。

　
ま
た
、
受
講
予
約
の
受
付
も
し

ま
す
の
で
、
広
報
係
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
．

（
電
）
〇
四
二
五
！
七
二
ー
三
『

五
一

、

」
曜
一
一
巨
a
7
、
d
『
、
」
「
、
f
じ
、
一
一
一
、
」
甲
，
一
，
一
一
・
一
・
一
・
一
≧
賜
一
a
ぞ
一
己
「
・
臼
・
一
・
一
辱
酵
」
曙
」
曙
」
曙
一
自
『
■
』
野
一
■
一
盈
曜
一
■
一
ー

上越

職業訓練生募集

　
新
潟
県
立
上
越
高
等
職
業
訓
練

校
で
は
、
次
の
と
お
り
来
年
度
の

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
科
目

一
類
　
機
械
科
　
二
十
名
　
二
年

〃
　
建
築
科
　
二
十
名
　
二
年

（
中
学
・
高
校
卒
業
見
込
み
人
又

　
は
、
三
十
歳
以
下
の
人
）

二
類
　
自
動
車
整
備
科
　
二
十
名

　
　
一
一
年

”
　
建
築
科
　
二
十
名
　
一
年

（
高
校
卒
業
、
又
は
卒
業
見
込
み
、

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」

元
気
で
長
生
き
し
て
下
さ
い

　
日
本
の
平
均
寿
命
は
男
女
と
も

世
界
一
だ
そ
う
で
す
。
今
の
日
本

が
平
和
で
物
心
両
面
に
恵
ま
れ
た

豊
か
な
国
だ
と
い
う
事
で
し
よ
う

か
。
で
も
長
生
き
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
幸
福
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。　

さ
て
、
九
月
十
五
日
は
敬
老
の

日
、
お
年
寄
り
を
敬
い
感
謝
す
る

日
で
す
。
健
康
で
長
生
き
を
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
み
ん
な
で
祝
っ

て
く
だ
さ
い
．

　
松
之
山
の
総
人
口
に
対
し
、
六

十
歳
以
上
の
方
が
ど
の
く
ら
い
か

　
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
三

　
＋
歳
以
下
の
人
）

▽
応
募
受
付

o
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
は
、
九

　
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
。

○
中
学
校
卒
業
予
定
者
は
、
十
月

　
十
三
日
か
ら
十
一
月
八
日
ま
で
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の

公
共
職
業
安
定
所
か
、
上
越
高
等

職
業
訓
練
校
君
〇
二
五
五
ー
二
三

i
三
五
九
六
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

　
　
者

　
　
寿

　
　
長

　
　
の

　
　
町

　
　
山

　
之

　
松

①
佐
藤

②
福
原

③
畔
原

④
村
山

⑤
保
坂

昭
和
六
十
二
年
度

消
防
職
員
採
用
試
験
実
施

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
で
は
、

来
年
春
採
用
す
る
職
員
の
試
験
要

綱
を
発
表
し
ま
し
た
。

▽
学
歴
及
び
年
齢

男
子
－

女
子
…

・
昭
和
四
十
『
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

高
校
卒
業
又
は
来
年
卒
業

『
見
込
み
の
者
。

昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

短
大
又
は
大
学
を
卒
業
か
、

卒
業
見
込
み
の
者
。

▽
試
験
日
時
及
び
場
所

　
十
月
十
二
日
（
日
）
上
越
市
北

　
城
町
に
あ
る
、
上
越
地
域
消
防

　
本
部
．

▽
申
込
受
付
期
間

　
九
月
十
六
日
～
九
月
二
十
五
日

　
尚
、
受
験
資
格
に
は
学
歴
だ
け

で
な
く
身
体
基
準
（
身
長
・
体
重
・

胸
囲
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

く
わ
し
い
事
は
役
場
総
務
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
、
6
p
、
6
ぞ
6
四
、
一
，
」
7
．
」
置
．
一
．
」
ぞ
」
ぞ
一
・
β
幽
F
・
d
『
一
・
μ
重
p
・
一
・
一
卜
一
≧
「
㌧
一
ー
一
■
虐
」
9
≧
9

無
料
人
権
相
談
所
の
開
設
案
内

　
　
　
九
月
＋
二
日

　
人
権
侵
害
・
土
地
・
建
物
・
相

続
．
損
害
賠
償
・
そ
の
他
の
法
律

問
題
で
お
困
り
の
方
の
相
談
に
応

じ
ま
す
．

　
秒
密
は
絶
対
に
守
ら
れ
ま
す
か

ら
、
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

▽
と
き

　
九
月
十
二
日
、
午
前
十
時
か
ら

　
午
後
三
時
ま
で
。

セ
ン
タ
ー

▽
と
こ
ろ

　
松
之
山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
。

主
催
　
上
越
人
権
擁
護
委
員
協
議

　
　
会
．
新
潟
地
方
法
務
局
上

　
　
越
支
局
・
松
之
山
町

調
べ
て
み
ま
し
た
ら
、
四
月
一
日

現
在
で
人
口
四
、
三
『
八
人
に
対

し
、
一
、
三
二
六
人
。

率
に
し
て
三
〇
・
七
％
、
十
人
に

三
人
は
六
十
歳
以
上
の
方
と
な
り

ま
す
。

　
平
均
寿
命
が
八
十
歳
近
く
ま
で

延
び
た
今
日
、
六
十
歳
代
は
ま
だ

ま
だ
働
き
盛
り
。
家
庭
や
地
域
で

の
役
割
も
非
常
に
重
要
な
存
在
で

す
。
　
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
と

心
の
張
り
を
持
っ
て
、
百
歳
ま
で

も
生
き
る
気
力
で
元
気
に
長
生
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

この元気をいつまでも

タカタタト
ツツミマヨ

ベスト20人

⑥
樋
口
福
太
郎

⑦
相
沢
喜
重
郎

⑧
佐
藤
ヤ
ス

⑨
志
賀
　
ミ
キ

⑩
小
野
塚
ス
イ

⑪
相
沢
シ
サ
ノ

⑫
久
保
田
ヲ
ヨ

⑬
相
田

⑭
福
原

⑮
高
橋

⑯
妻
嶋

⑰
田
中

⑱
高
橋

⑲
山
口

弥
吉

フ
ミ

ス
ミ

タ
カ

ハ
ヤ

ヨ
ク

ト
メ

⑳
小
野
塚
カ
ネ

（9月1日現在）

（
上
川
手
）
9
7
歳

（
天
水
越
）
9
7
歳

（
北
浦
田
）
9
6
歳

（
赤
倉
）
9
5
歳

（
下
川
手
）
9
3
歳

（
湯
山
）
田
歳

（
水
梨
）
9
1
歳

（
天
水
越
）
9
1
歳

（
下
川
手
）
9
0
歳

（
東
川
）
9
0
歳

（
小
谷
）
9
0
歳

（
新
田
）
9
0
歳

（
大
荒
戸
）
9
0
歳

（
天
水
越
）
9
0
歳

（
中
尾
）
9
0
歳

（
田
麦
立
）
9
0
歳

（
小
谷
）
8
9
歳

（
中
尾
）
8
9
歳

（
藤
倉
）
8
9
歳

（
東
川
）
8
8
歳

　
八
月
七
日
　
三
省
高
令
者
学

級
の
皆
さ
ん
が
、
大
厳
寺
高
原

（
希
望
館
周
辺
）
で
草
取
り
の

勤
労
奉
仕
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
勤
労
奉
仕
は
、
希
望
館

が
建
て
ら
れ
た
頃
よ
り
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
最
初
の

頃
は
ス
イ
セ
ン
の
球
根
を
植
え

た
り
花
の
手
入
れ
が
中
心
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
高
齢
者
の

三
省
高
齢
者
学
級
の
み
な
さ
ん
が

大
厳
寺
高
原
で
勤
労
奉
仕

　
　
　
　
、

ちょっといい話

方
は
五
十
名
で
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
ニ
台
で
現
地
に
着
く
と
早
速
、

鎌
を
手
に
雑
草
取
り
に
と
り
か

か
り
、
お
昼
近
い
頃
に
は
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
囲
り
や
希
望
館
周

辺
は
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
．

　
暑
い
中
頑
張
っ
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、
本
当
に
熟
、
｝
苦
労
様

で
し
た
．

草刈りに汗を流す
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NHK学園の
　通信講座で学習を！

　
N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習

講
座
の
秋
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
生
涯
学
習
講
座

　
教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

通
信
講
座
で
、
二
十
四
講
座
が
あ

り
ま
す
。

○
書
道
、
硬
筆
、
絵
画
、
囲
碁
、

　
園
芸
、
写
真
、
ビ
デ
オ
、
母
と

　
子
の
書
き
方
、
母
と
子
の
リ
ズ

　
ム
あ
そ
び
、
俳
句
、
短
歌
、
川

　柳、

漢
詩
、
仏
典
入
門
、
古
典
、

美
し
い
日
本
語
、
文
章
、
小
論

文
、
作
文
セ
ミ
ナ
ー
、
国
語
、

　日

本
史
、
古
代
、
英
語
、
数
学
、

簿
記
、
リ
ー
ダ
i
養
成
塾
、
俳

　
句
友
の
会
、
短
歌
友
の
会
。

　
申
込
み
受
付
は
八
月
十
五
日
ー

十
月
十
五
日
ま
で
。

▽
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方

は
、
〒
一
八
六
　
東
京
都
国
立
市

富
士
見
台
二
！
三
六

　
N
H
K
学
園
八
E
六
十
『
係
に

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て
ご
請
求

く
だ
さ
い
。
案
内
書
は
無
料
で
す
。

　
ま
た
、
受
講
予
約
の
受
付
も
し

ま
す
の
で
、
広
報
係
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
．

（
電
）
〇
四
二
五
！
七
二
ー
三
『

五
一

、

」
曜
一
一
巨
a
7
、
d
『
、
」
「
、
f
じ
、
一
一
一
、
」
甲
，
一
，
一
一
・
一
・
一
・
一
≧
賜
一
a
ぞ
一
己
「
・
臼
・
一
・
一
辱
酵
」
曙
」
曙
」
曙
一
自
『
■
』
野
一
■
一
盈
曜
一
■
一
ー

上越

職業訓練生募集

　
新
潟
県
立
上
越
高
等
職
業
訓
練

校
で
は
、
次
の
と
お
り
来
年
度
の

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
科
目

一
類
　
機
械
科
　
二
十
名
　
二
年

〃
　
建
築
科
　
二
十
名
　
二
年

（
中
学
・
高
校
卒
業
見
込
み
人
又

　
は
、
三
十
歳
以
下
の
人
）

二
類
　
自
動
車
整
備
科
　
二
十
名

　
　
一
一
年

”
　
建
築
科
　
二
十
名
　
一
年

（
高
校
卒
業
、
又
は
卒
業
見
込
み
、

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」

元
気
で
長
生
き
し
て
下
さ
い

　
日
本
の
平
均
寿
命
は
男
女
と
も

世
界
一
だ
そ
う
で
す
。
今
の
日
本

が
平
和
で
物
心
両
面
に
恵
ま
れ
た

豊
か
な
国
だ
と
い
う
事
で
し
よ
う

か
。
で
も
長
生
き
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
幸
福
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。　

さ
て
、
九
月
十
五
日
は
敬
老
の

日
、
お
年
寄
り
を
敬
い
感
謝
す
る

日
で
す
。
健
康
で
長
生
き
を
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
み
ん
な
で
祝
っ

て
く
だ
さ
い
．

　
松
之
山
の
総
人
口
に
対
し
、
六

十
歳
以
上
の
方
が
ど
の
く
ら
い
か

　
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
三

　
＋
歳
以
下
の
人
）

▽
応
募
受
付

o
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
は
、
九

　
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
。

○
中
学
校
卒
業
予
定
者
は
、
十
月

　
十
三
日
か
ら
十
一
月
八
日
ま
で
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の

公
共
職
業
安
定
所
か
、
上
越
高
等

職
業
訓
練
校
君
〇
二
五
五
ー
二
三

i
三
五
九
六
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

　
　
者

　
　
寿

　
　
長

　
　
の

　
　
町

　
　
山

　
之

　
松

①
佐
藤

②
福
原

③
畔
原

④
村
山

⑤
保
坂

昭
和
六
十
二
年
度

消
防
職
員
採
用
試
験
実
施

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
で
は
、

来
年
春
採
用
す
る
職
員
の
試
験
要

綱
を
発
表
し
ま
し
た
。

▽
学
歴
及
び
年
齢

男
子
－

女
子
…

・
昭
和
四
十
『
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

高
校
卒
業
又
は
来
年
卒
業

『
見
込
み
の
者
。

昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

短
大
又
は
大
学
を
卒
業
か
、

卒
業
見
込
み
の
者
。

▽
試
験
日
時
及
び
場
所

　
十
月
十
二
日
（
日
）
上
越
市
北

　
城
町
に
あ
る
、
上
越
地
域
消
防

　
本
部
．

▽
申
込
受
付
期
間

　
九
月
十
六
日
～
九
月
二
十
五
日

　
尚
、
受
験
資
格
に
は
学
歴
だ
け

で
な
く
身
体
基
準
（
身
長
・
体
重
・

胸
囲
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

く
わ
し
い
事
は
役
場
総
務
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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九
月
＋
二
日

　
人
権
侵
害
・
土
地
・
建
物
・
相

続
．
損
害
賠
償
・
そ
の
他
の
法
律

問
題
で
お
困
り
の
方
の
相
談
に
応

じ
ま
す
．

　
秒
密
は
絶
対
に
守
ら
れ
ま
す
か

ら
、
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

▽
と
き

　
九
月
十
二
日
、
午
前
十
時
か
ら

　
午
後
三
時
ま
で
。

セ
ン
タ
ー

▽
と
こ
ろ

　
松
之
山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
。

主
催
　
上
越
人
権
擁
護
委
員
協
議

　
　
会
．
新
潟
地
方
法
務
局
上

　
　
越
支
局
・
松
之
山
町

調
べ
て
み
ま
し
た
ら
、
四
月
一
日

現
在
で
人
口
四
、
三
『
八
人
に
対

し
、
一
、
三
二
六
人
。

率
に
し
て
三
〇
・
七
％
、
十
人
に

三
人
は
六
十
歳
以
上
の
方
と
な
り

ま
す
。

　
平
均
寿
命
が
八
十
歳
近
く
ま
で

延
び
た
今
日
、
六
十
歳
代
は
ま
だ

ま
だ
働
き
盛
り
。
家
庭
や
地
域
で

の
役
割
も
非
常
に
重
要
な
存
在
で

す
。
　
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
と

心
の
張
り
を
持
っ
て
、
百
歳
ま
で

も
生
き
る
気
力
で
元
気
に
長
生
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

この元気をいつまでも
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⑲
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⑳
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（9月1日現在）

（
上
川
手
）
9
7
歳

（
天
水
越
）
9
7
歳

（
北
浦
田
）
9
6
歳

（
赤
倉
）
9
5
歳

（
下
川
手
）
9
3
歳

（
湯
山
）
田
歳

（
水
梨
）
9
1
歳

（
天
水
越
）
9
1
歳

（
下
川
手
）
9
0
歳

（
東
川
）
9
0
歳

（
小
谷
）
9
0
歳

（
新
田
）
9
0
歳

（
大
荒
戸
）
9
0
歳

（
天
水
越
）
9
0
歳

（
中
尾
）
9
0
歳

（
田
麦
立
）
9
0
歳

（
小
谷
）
8
9
歳

（
中
尾
）
8
9
歳

（
藤
倉
）
8
9
歳

（
東
川
）
8
8
歳

　
八
月
七
日
　
三
省
高
令
者
学

級
の
皆
さ
ん
が
、
大
厳
寺
高
原

（
希
望
館
周
辺
）
で
草
取
り
の

勤
労
奉
仕
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
勤
労
奉
仕
は
、
希
望
館

が
建
て
ら
れ
た
頃
よ
り
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
最
初
の

頃
は
ス
イ
セ
ン
の
球
根
を
植
え

た
り
花
の
手
入
れ
が
中
心
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
高
齢
者
の

三
省
高
齢
者
学
級
の
み
な
さ
ん
が

大
厳
寺
高
原
で
勤
労
奉
仕

　
　
　
　
、

ちょっといい話

方
は
五
十
名
で
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
ニ
台
で
現
地
に
着
く
と
早
速
、

鎌
を
手
に
雑
草
取
り
に
と
り
か

か
り
、
お
昼
近
い
頃
に
は
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
囲
り
や
希
望
館
周

辺
は
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
．

　
暑
い
中
頑
張
っ
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、
本
当
に
熟
、
｝
苦
労
様

で
し
た
．

草刈りに汗を流す
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舞

宿合季夏

＼
導学生でにぎわいました。

　
「
夏
休
み
の
合
宿
は
、
縁
と
温

泉
の
松
之
山
へ
ど
う
ぞ
し
と
、
笛

年
、
関
東
万
面
を
中
心
に
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
七
月

二
十
日
頃
か
ら
各
種
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
フ
な
ど
を
中
心
に
、
延
二
干
八

百
人
近
い
学
生
が
松
之
山
で
夏
季

合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
大
厳
寺
高
原
の
宿
泊

施
設
“
ば
あ
ー
ど
が
ー
で
ん
”
が

開
業
し
て
初
め
て
の
夏
、
さ
わ
や

か
な
高
原
に
泊
っ
て
、
テ
ニ
ス
や
、

都
会
で
は
良
く
見
え
な
い
星
の
観

測
な
ど
を
す
る
人
達
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

大厳寺でテニス合宿慶応大学テニスクラブ

墾らパニ庚申屡鱈
ノ

　擁購鐙轡響』ブ．．一　　、！

麟い1飢／㌔』．
撫φ騰」建ノ，・　　　・一一＼く
　　高沢寅次さんによって庚申経があげられる

部落で毎年

　　庚申祭り
　　　　　大荒戸部落

　
大
荒
戸
部
落
で
は
、
前
回
の
庚

申
祭
（
昭
和
五
十
五
年
）
以
後
苗

年
八
月
±
二
臼
の
夜
に
部
落
中
で

集
ま
っ
て
、
庚
申
祭
り
を
行
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
お
庚
申
様
、
お
か
ね
様
な
ど
と

い
っ
て
、
昔
か
ら
続
け
て
い
る
集

ま
り
の
あ
る
部
落
は
、
か
な
り
あ

る
と
聞
き
ま
す
が
、
部
落
で
ま
と

ま
っ
て
や
っ
て
い
る
の
は
珍
し
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
ひ
と
と
お
り
庚
申
経
、
心
経
を

あ
げ
た
後
で
、
子
供
達
は
花
火
、

ス
イ
カ
割
り
を
楽
し
み
、
大
人
達

は
御
神
酒
を
ロ
に
し
な
が
ら
カ
ラ

ズ
ケ
を
歌
い
、
夜
遅
く
ま
で
庚
申

祭
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

・
収
穫
の
よ
ろ
こ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
い
も
ほ
り

　
松
之
山
ふ
る
さ
と
会
員
を
対
象

と
し
た
、
大
厳
寺
高
原
じ
ゃ
が
い

も
ほ
り
大
会
が
八
月
二
十
四
日
開

か
れ
、
大
人
と
子
供
四
十
人
が
小

雨
降
る
中
、
じ
ゃ
が
い
も
ほ
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
今
回
で
四
回
目
を

数
え
、
笛
回
参
加
し
て
い
る
み
な

じ
み
さ
ん
も
何
人
か
い
る
そ
う
で
、

ふ
る
さ
と
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
喜

こ
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
の
一
つ

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様

だ
っ
た
の
で
す
が
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が

ら
も
一
生
懸
命
掘
っ
て
い
ま
し
た
。

　
自
分
で
苦
労
し
て
掘
っ
た
じ
ゃ

が
い
も
は
、
格
別
お
い
し
い
事
で

し
よ
う
ね
。

、

i新しい“観光絵パガキ“

が出釆ました

　
松
之
山
町
観
光
協
会
で
は
、
二

十
年
ぶ
り
に
観
光
絵
ハ
ガ
キ
を
一

新
し
、
新
し
い
松
之
山
の
イ
メ
ー

ジ
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　
新
し
い
絵
ハ
ガ
キ
に
は
、
ス
キ

ー
場
、
大
厳
寺
高
原
、
美
人
林
や

植
物
、
民
家
、
祭
り
な
ど
施
設
、

自
然
、
文
化
の
全
部
が
八
枚
組
に

ま
と
め
て
あ
り
、
松
之
山
の
四
季

の
様
子
が
美
し
く
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
新
し
い
絵
ハ
ガ
キ
は
五
干
組
作

成
さ
れ
、
八
枚
一
組
四
百
円
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
親
し
い

万
へ
の
便
り
な
ど
に
是
非
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
、
、
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
　
、

『騨］

、
　
　
　
、

、

（9》まつのやま

1・雨降る中、家族連れがじゃがいも掘り

を楽しむ

び
駅

嵯
ノ

lll

－

・
ー
薫
灘

㎝
機

松之山温泉スキー場

P．R用ポスター作成

　
開
設
以
来
、
静
か
で
は
あ
り
ま

す
が
順
調
な
延
び
を
続
け
て
い
る

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
。
高
速
時

代
に
入
り
ま
す
く
期
待
が
持
て

そ
う
で
す
。

　
町
観
光
協
会
で
は
、
今
シ
ー
ス

ン
用
の
大
き
な
P
R
ポ
ス
タ
ー
（
七

四
セ
ン
チ
×
一
〇
四
セ
ン
チ
）
を

一
一
干
枚
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
ホ

ス
9
ー
は
、
今
後
主
要
な
駅
や
観

光
案
内
所
に
配
布
さ
れ
る
事
に
な

り
ま
す
。
　
　
・
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まつのやま（剛

山子供交歓会

肯仲良く遊んだ四日間

露
　
東
京
葛
飾
の
小
学
生
（
四
年
～

六
年
）
七
十
三
人
が
、
七
月
三
十

一
日
か
ら
八
月
三
日
ま
で
の
予
定

で
松
之
山
を
訪
ず
れ
、
地
元
の
小

学
生
と
交
歓
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
三
十
一
日
、
午
後
三
時
頃
、
大

厳
寺
高
原
に
到
着
し
た
一
行
は
、

地
元
の
五
年
生
の
歓
迎
を
受
け
た

後
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
班

編
成
、
キ
ャ
ン
プ
の
た
め
の
テ
ン

ト
張
り
な
ど
に
、
旅
の
疲
れ
も
忘

れ
て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
地
元
の
五
年
生
、
四
十
七
人
も

大厳寺に着いた葛飾の子供達

　　　　　　長旅の疲れがちょっと

．鷹、

参
加
し
た
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
仲
良

く
協
力
し
な
が
ら
、
テ
ン
ト
張
り
、

炊
事
、
毛
布
運
び
な
ど
行
い
、
食

事
の
後
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
二
日
目
と
三
日
目
は
浦
田
地
区

で
民
泊
し
、
川
遊
び
、
も
ち
つ
き
、

わ
ら
ぞ
う
り
作
り
、
花
火
大
会
な

ど
を
地
．
兀
の
子
供
達
と
楽
し
み
ま

し
た
。

　
今
年
で
四
年
目
を
迎
え
る
こ
の

企
画
、
葛
飾
の
方
で
は
参
加
希
望

者
が
沢
山
あ
り
選
択
に
困
る
ほ
ど

だ
そ
う
で
す
。

　
三
泊
四
日
の
交
流
会
、
松
之
山

の
思
い
出
を
リ
ユ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
に

つ
め
て
松
之
山
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
葛
飾
の
女
の
子
が
松
之
山
で
の

みんなで協力しあってテント作り

なかなかむずかしいなあ！

思
い
出
を
メ
モ
に
残
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
「
松
之
山
の
小
学
校
の
先
生
方
、

他
の
方
々
、
本
当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
た
の
し
い

ふ
れ
あ
い
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

　
川
遊
び
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
、
い
も
ほ
り
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、

東
京
で
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
い
で
す
。
ま
だ
松
之
山
に

い
た
い
け
ど
、
も
う
帰
え
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
す
㌔
ご

し
下
さ
い
一

　
こ
う
い
う
感
想
を
聞
く
と
う
れ

し
く
な
り
ま
す
ね
。
来
年
も
沢
山

の
子
供
達
が
松
之
山
を
訪
れ
て
来

れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
上
越
市
で
開
催

　
九
月
二
十
日
か
ら
二
十
六
日
ま

で
の
｝
週
間
は
、
動
物
愛
護
週
間

で
す
。

　
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
育
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
上
越
動
物
愛
護
会
と
上
越
各
保

健
所
、
狂
犬
病
予
防
会
で
は
、
九

月
二
十
三
日
、
上
越
市
で
動
物
フ

ェ
ス
テ
ィ
、
バ
ル
を
開
催
し
て
動
物

愛
護
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
り
ま

す
。
多
数
参
加
願
い
ま
す
。

▽
九
月
二
十
三
日
午
後
一
時
よ
り
、

　
上
越
市
ソ
フ
ト
、
ボ
ー
ル
場
南
側

　
催
物
広
場
に
て
。

▽
実
施
内
容
主
な
も
の

　
各
種
動
物
の
展
示
・
動
物
な
ん

　
で
も
相
談
・
仔
犬
、
仔
猫
の
里

　
親
さ
が
し
・
警
察
犬
の
模
範
演

　
技
な
ど
盛
り
沢
山
で
す
。

　
動
物
好
き
の
方
、
是
非
行
っ
て

　
て
　
さ
い
の

　
　
　
　
の
ソ

　
　
。
ブ

㈲まつのやま

「
薇
笏

　
初
心
者
を
対
象
と
し
て
、
六
月

よ
り
開
設
し
た
公
民
館
の
英
語
教

室
が
、
好
評
の
う
ち
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
当
初
は
十
名
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
受
講

者
が
次
々
と
増
え
、
現
在
は
小
学

生
か
ら
成
人
ま
で
十
五
名
が
参
加
、

欠
席
者
も
ほ
と
ん
ど
な
く
．
八
月

末
ま
で
に
十
一
回
の
教
室
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
に
、
棊
礎
的
な
会
話
が
中
心

で
す
が
、
講
師
の
本
間
巌
先
生
の

英
語
教
室

　
わ
か
り
易
い
指
導
に
よ
っ
て
、

　
今
回
が
は
じ
め
て
、
と
し

　
も
た
ち
も
、

　
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
習
を
す
る
こ
と
、

　
こ
と
、

　
機
会
を
多
く
持
つ
こ
と
、

　
の
こ
つ
だ
そ
う
で
す
。

　ま

で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
接
す
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
う
f
ど

　
　
　
　
片
言
の
英
語
が
話
せ

　
一
度
学
習
し
た
箇
所
は
必
ず
復

　
　
　
　
　
　
継
続
し
て
行
う

　
　
で
き
る
だ
け
英
語
で
話
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
上
達

本
年
度
の
英
語
教
室
は
九
月
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ノ

熱心に勉強するみなさん

松之山町学童親善水泳大会
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第
十
六
回
町
内
学
童
親

善
水
泳
大
会
が
、
七
月
三

十
日
町
民
プ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
町
内
各
小
学
校
の
四

年
生
以
上
全
員
が
参
加
し

て
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
年
々
記
録
が
向
上
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
も
八
種

目
で
十
個
の
新
記
録
と
『

つ
の
タ
イ
記
録
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

横
山
操
展
の

　
ご
案
内

　
新
潟
県
美
術
博
物
館
で
は
、

新
潟
県
の
誇
る
画
家
、
横
山
操

展
を
、
十
月
一
日
よ
り
十
一
月

九
日
ま
で
開
催
し
ま
す
。

　
横
山
操
の
代
表
作
八
十
点
を

集
め
た
こ
の
展
覧
会
を
、
こ
の

機
会
に
是
非
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
新
潟
市
　
県
民
会
館
三
階

　
　
毎
週
月
曜
日
　
休
館

「
四
十
歳
か
ら
の

　
　
　
　
健
康
週
間
」

　
十
月
十
日
～
十
六
日
ま
で

　
厚
生
省
で
は
、
壮
年
・
実
年

期
か
ら
の
健
康
づ
く
り
と
成
人

病
予
防
の
た
め
「
四
十
歳
か
ら

の
健
康
週
間
」
を
定
め
、
健
康

へ
の
自
覚
と
意
識
の
高
揚
を
図

る
事
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
期
間
中
、
国
、
県
、
市

町
村
で
は
、
各
種
検
診
や
講
演

会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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会
に
是
非
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
新
潟
市
　
県
民
会
館
三
階

　
　
毎
週
月
曜
日
　
休
館

「
四
十
歳
か
ら
の

　
　
　
　
健
康
週
間
」

　
十
月
十
日
～
十
六
日
ま
で

　
厚
生
省
で
は
、
壮
年
・
実
年

期
か
ら
の
健
康
づ
く
り
と
成
人

病
予
防
の
た
め
「
四
十
歳
か
ら

の
健
康
週
間
」
を
定
め
、
健
康

へ
の
自
覚
と
意
識
の
高
揚
を
図

る
事
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
期
間
中
、
国
、
県
、
市

町
村
で
は
、
各
種
検
診
や
講
演

会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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八
月
二
十
几
日
、
第
四
回
東
頸

城
郡
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
松

之
山
町
民
体
育
館
と
グ
ラ
ン
ド
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
約
六
百
人
の

老
人
が
室
内
競
技
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
台
風
の
通
過
に
よ

る
フ
ェ
ー
ン
現
象
が
日
本
海
側
に

お
き
た
せ
い
か
、
盛
暑
と
強
い
風

に
見
舞
わ
れ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

選
手
、
役
員
の
方
々
は
舞
い
立
つ

砂
ボ
コ
リ
に
、
と
き
ど
き
競
技
を

中
断
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

本
当
に
気
の
毒
で
し
た
。

　
さ
て
競
技
の
結
果
は
ど
う
な
っ

た
か
と
い
い
ま
す
と
、
室
内
競
技

は
浦
川
原
村
が
昨
年
に
引
き
続
き

連
続
優
勝
し
ま
し
た
。
さ
す
が
に

強
い
で
す
ね
。
以
下
、
二
位
が
牧

村
、
三
位
松
代
町
、
四
位
安
塚
町
、

五
位
大
島
村
、
地
”
、
兀
開
催
、
で
断
然

有
利
と
思
わ
れ
て
い
た
松
之
山
町

が
、
地
の
利
を
い
か
せ
ず
六
位
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
結
果
は
、
一

位
が
浦
川
原
村
、
で
、
こ
れ
も
二
年

連
続
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
二
位

に
は
大
健
闘
の
松
之
山
町
、
三
位

松
代
町
、
四
位
牧
村
、
。
五
位
大
島

村
、
六
位
安
塚
町
と
い
う
結
果
で

す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
皆
さ
ん
、

悪
条
件
の
中
、
本
当
に
、
、
｝
苦
労
さ

ん
で
し
た
．

　
来
年
は
、
打
倒
浦
川
原
村
を
目

差
し
て
、
各
町
村
と
も
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
よ
す
。

二
」
…
磁

　
し
よ
く
稲
刈
り
も
真
日
、
取
中
、

何
か
と
忙
し
い
毎
日
を
お
過
し
の

事
と
思
い
ま
す
が
、
忙
中
閑
あ
り
、

今
一
度
火
の
元
の
点
検
を
い
た
し

ま
し
ょ
・
つ
。

　
い
た
ま
し
い
火
災
の
犠
牲
に
な

る
人
は
老
人
、
子
供
等
弱
者
に
多

い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
町
民
一

人
／
＼
が
手
を
取
り
合
っ
て
悲
惨

な
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
、
財
産

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
上
越
消
防
管
内
（
十
九
市
町
村
）

で
は
、
火
災
発
生
昨
年
比
三
十
八

件
対
二
十
三
件
で
六
十
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
八
月
二
十
五

日
現
在
）
今
後
共
頑
張
っ
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。

　
松
之
山
は
現
在
一
件
で
す
。

◎
九
月
十
五
日
～
十
月
十
四
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

体育館の中も熱気でムンムン

一
ケ
月
は
、
危
険
な
焚
火
防
止
。
ハ

ト
ロ
ー
ル
月
間
で
す
。

　
毎
年
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
は
焚

火
か
ら
で
す
。
焚
火
を
す
る
と
き

は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
気

を
つ
け
ま
し
よ
う
。

　
康
．

一
健
・
　
　
“

一
の
二

一
歯
『

　
歯
み
が
き
と
い
う
言
葉
は
昔
か

ら
使
わ
れ
て
い
る
の
、
で
す
が
、
本

当
は
、
磨
く
と
い
う
よ
り
も
お
掃

除
を
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
歯
ブ

ラ
シ
と
い
う
ホ
ウ
キ
を
持
っ
て
歯

を
き
ち
ん
と
掃
か
な
い
と
、
俗
に

歯
く
そ
と
言
わ
れ
る
、
汚
い
、
ゴ
ミ

の
塊
が
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、
た
ま
っ
た
、
ゴ
ミ
の
塊
を

取
り
去
る
に
も
、
や
は
り
ホ
ウ
キ

が
必
要
な
の
で
す
。

　
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
掃
除
を

す
れ
ば
き
れ
い
に
な
り
ま
す
が
、

　掃き

残
し
た
所
は
長
い
期
間
に
は

　歯．

石
と
い
う
ガ
リ
に
な
っ
て
し
ま

　
い
ま
す
。

　
部
屋
の
隅
の
方
に
つ
い
た
ガ
リ

　
は
ホ
ウ
キ
、
で
掃
い
た
だ
け
で
は
落

　
ち
な
く
て
、
ヘ
ラ
の
よ
う
な
も
の

　
で
こ
す
ら
な
い
と
取
れ
ま
せ
ん
。

　
　
部
屋
に
キ
．
ズ
を
つ
け
な
い
様
に

　
ガ
リ
を
落
と
す
こ
と
は
、
時
間
の

　
か
か
る
大
変
な
こ
と
、
で
す
か
ら
、

　
、
ゴ
ミ
の
塊
を
残
さ
な
い
よ
う
に
す

　
る
こ
と
が
、
一
番
手
っ
取
り
早
く

一
清
潔
に
で
き
る
方
法
で
す
。

一訟．庭
　　．訥急籍蝋」一

歯
の
コ
ミ
に
つ
い
て

こ
よ
み

　
さ
て
　
そ
の
、
ゴ
ミ
が
歯
に
残
っ

て
い
る
か
ど
う
か
調
、
べ
る
方
法
は
、

歯
の
表
面
を
何
か
で
こ
す
っ
て
み

　る

方
法
と
、
色
素
で
染
め
て
み
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
爪

楊
枝
で
こ
す
っ
て
み
て
先
に
白
い

歯
垢
が
つ
け
ば
、
そ
こ
の
部
分
は

　
汚
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
を
歯
の
周
り
、
一
本
／
＼
全

　
部
に
や
っ
て
み
な
い
と
い
け
ま
せ

　
ん
の
で
、
あ
ま
り
よ
い
方
法
と
は

　
言
え
ま
せ
ん
。
カ
ラ
ー
テ
ス
タ
ー

　
を
使
う
方
法
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
カ
ラ
ー
テ
ス
タ
ー
や
歯
の
掃
除

　
の
や
り
方
は
個
人
の
歯
な
ら
び
に

　
特
徴
が
あ
り
ま
す
の
で
、
歯
科
医

　
院
で
お
聞
き
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

．
醜
．
、
、
　
L
／
、
ゴ

誕
r
　
＼
ノ

￥
、

停
電

▼
九
月
十
六
日
（
火
）

　
午
前
八
時
か
ら
十
二
時
ま

　
で

○
湯
之
島
・
樋
田
・
崩
田
・

　
坂
中
・
月
、
池
・
中
立
山
・

　
田
麦
立
・
中
原
の
全
部

　
　
　
　
東
北
電
力

▼
八
月
の
で
き
ご
と

ム
っ
θ
の
　
外

へ
　
　
　
　
　
　
ご

声ヤっ

　
殴

　
　
は
　
拒

　
　
　
　
　
　
　
力
、
一
，

ミ
玖
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
ヘ
え
オ
い
　
　
ゼ

　
　
　
4
3
・
ヤ
を
万

　
　
　
　
瀬
／
雛
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∴
ρ
．

　
　
　
　
　
　
　
ノ

撒
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．
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望
　
、

幅
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＼
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鋤
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罪

、
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、
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卜
・
、
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、
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♂
綴
き
e

1
日

　
ヨ

ー4

日
18
日

21
日

27
日

28
日

29
日

30
日

▼
九
月
の
予
定

2
日

4
日

9
日

25
日

農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

農
家
台
帳
説
明
会

成
人
式

議
会
建
設
委
員
会

民
生
委
員
協
議
会

農
業
団
体
等
職
員
連
絡
会

農
業
委
員
会
総
会

民
生
委
員
推
薦
会

選
挙
管
理
委
員
会

若
妻
セ
ミ
ナ
ー

水
稲
共
済
損
害
評
価
打
合

せ
△
云

議
会
定
例
会
（
2
6
日
ま
で
）

　　，斥’
　　て　　｝　’1）　取
言↑琳ガ
え震篤

象．，
4
P
　 F　／

qぶ3要は　　1こぐ“
！k　　丈

｝

o

は

一

十
月
一
日
は
「
商
業
実
態

調
査
」
の
日
で
す

　
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
飲
食
店

を
営
ん
で
い
る
す
べ
て
の
商
店
が

対
象
で
、
十
月
一
日
現
在
で
実
施

し
ま
す
。
主
な
調
査
事
項
は
次
の

と
お
り
で
す
．

①
商
店
名
及
び
所
在
地
．
②
経
営

組
織
③
商
店
の
本
支
店
別
④

商
店
の
開
設
年
、
⑤
来
客
収
容
人

員
数
　
⑥
従
業
者
数
　
⑦
年
間
商

品
販
売
額
　
⑧
業
種
な
ど
。

▽
秘
密
の
厳
守

　
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
統
計
法

に
よ
っ
て
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
徴
税
資
料
に
し

た
り
、
飲
食
店
に
不
利
益
に
な
る

よ
う
な
事
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
の

で
、
正
確
な
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
通
省
産
業
省

國
　
白
先
黒
死
・
五
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
ま
ず
置
き
か
ら

　
5
分
で
初
段
、
3
分
で
3
段
。
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八
月
二
十
几
日
、
第
四
回
東
頸

城
郡
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
松

之
山
町
民
体
育
館
と
グ
ラ
ン
ド
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
約
六
百
人
の

老
人
が
室
内
競
技
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
台
風
の
通
過
に
よ

る
フ
ェ
ー
ン
現
象
が
日
本
海
側
に

お
き
た
せ
い
か
、
盛
暑
と
強
い
風

に
見
舞
わ
れ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

選
手
、
役
員
の
方
々
は
舞
い
立
つ

砂
ボ
コ
リ
に
、
と
き
ど
き
競
技
を

中
断
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

本
当
に
気
の
毒
で
し
た
。

　
さ
て
競
技
の
結
果
は
ど
う
な
っ

た
か
と
い
い
ま
す
と
、
室
内
競
技

は
浦
川
原
村
が
昨
年
に
引
き
続
き

連
続
優
勝
し
ま
し
た
。
さ
す
が
に

強
い
で
す
ね
。
以
下
、
二
位
が
牧

村
、
三
位
松
代
町
、
四
位
安
塚
町
、

五
位
大
島
村
、
地
”
、
兀
開
催
、
で
断
然

有
利
と
思
わ
れ
て
い
た
松
之
山
町

が
、
地
の
利
を
い
か
せ
ず
六
位
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
結
果
は
、
一

位
が
浦
川
原
村
、
で
、
こ
れ
も
二
年

連
続
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
二
位

に
は
大
健
闘
の
松
之
山
町
、
三
位

松
代
町
、
四
位
牧
村
、
。
五
位
大
島

村
、
六
位
安
塚
町
と
い
う
結
果
で

す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
皆
さ
ん
、

悪
条
件
の
中
、
本
当
に
、
、
｝
苦
労
さ

ん
で
し
た
．

　
来
年
は
、
打
倒
浦
川
原
村
を
目

差
し
て
、
各
町
村
と
も
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
よ
す
。

二
」
…
磁

　
し
よ
く
稲
刈
り
も
真
日
、
取
中
、

何
か
と
忙
し
い
毎
日
を
お
過
し
の

事
と
思
い
ま
す
が
、
忙
中
閑
あ
り
、

今
一
度
火
の
元
の
点
検
を
い
た
し

ま
し
ょ
・
つ
。

　
い
た
ま
し
い
火
災
の
犠
牲
に
な

る
人
は
老
人
、
子
供
等
弱
者
に
多

い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
町
民
一

人
／
＼
が
手
を
取
り
合
っ
て
悲
惨

な
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
、
財
産

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
上
越
消
防
管
内
（
十
九
市
町
村
）

で
は
、
火
災
発
生
昨
年
比
三
十
八

件
対
二
十
三
件
で
六
十
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
八
月
二
十
五

日
現
在
）
今
後
共
頑
張
っ
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。

　
松
之
山
は
現
在
一
件
で
す
。

◎
九
月
十
五
日
～
十
月
十
四
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

体育館の中も熱気でムンムン

一
ケ
月
は
、
危
険
な
焚
火
防
止
。
ハ

ト
ロ
ー
ル
月
間
で
す
。

　
毎
年
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
は
焚

火
か
ら
で
す
。
焚
火
を
す
る
と
き

は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
気

を
つ
け
ま
し
よ
う
。

　
康
．

一
健
・
　
　
“

一
の
二

一
歯
『

　
歯
み
が
き
と
い
う
言
葉
は
昔
か

ら
使
わ
れ
て
い
る
の
、
で
す
が
、
本

当
は
、
磨
く
と
い
う
よ
り
も
お
掃

除
を
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
歯
ブ

ラ
シ
と
い
う
ホ
ウ
キ
を
持
っ
て
歯

を
き
ち
ん
と
掃
か
な
い
と
、
俗
に

歯
く
そ
と
言
わ
れ
る
、
汚
い
、
ゴ
ミ

の
塊
が
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、
た
ま
っ
た
、
ゴ
ミ
の
塊
を

取
り
去
る
に
も
、
や
は
り
ホ
ウ
キ

が
必
要
な
の
で
す
。

　
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
掃
除
を

す
れ
ば
き
れ
い
に
な
り
ま
す
が
、

　掃き

残
し
た
所
は
長
い
期
間
に
は

　歯．

石
と
い
う
ガ
リ
に
な
っ
て
し
ま

　
い
ま
す
。

　
部
屋
の
隅
の
方
に
つ
い
た
ガ
リ

　
は
ホ
ウ
キ
、
で
掃
い
た
だ
け
で
は
落

　
ち
な
く
て
、
ヘ
ラ
の
よ
う
な
も
の

　
で
こ
す
ら
な
い
と
取
れ
ま
せ
ん
。

　
　
部
屋
に
キ
．
ズ
を
つ
け
な
い
様
に

　
ガ
リ
を
落
と
す
こ
と
は
、
時
間
の

　
か
か
る
大
変
な
こ
と
、
で
す
か
ら
、

　
、
ゴ
ミ
の
塊
を
残
さ
な
い
よ
う
に
す

　
る
こ
と
が
、
一
番
手
っ
取
り
早
く

一
清
潔
に
で
き
る
方
法
で
す
。

一訟．庭
　　．訥急籍蝋」一

歯
の
コ
ミ
に
つ
い
て

こ
よ
み

　
さ
て
　
そ
の
、
ゴ
ミ
が
歯
に
残
っ

て
い
る
か
ど
う
か
調
、
べ
る
方
法
は
、

歯
の
表
面
を
何
か
で
こ
す
っ
て
み

　る

方
法
と
、
色
素
で
染
め
て
み
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
爪

楊
枝
で
こ
す
っ
て
み
て
先
に
白
い

歯
垢
が
つ
け
ば
、
そ
こ
の
部
分
は

　
汚
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
を
歯
の
周
り
、
一
本
／
＼
全

　
部
に
や
っ
て
み
な
い
と
い
け
ま
せ

　
ん
の
で
、
あ
ま
り
よ
い
方
法
と
は

　
言
え
ま
せ
ん
。
カ
ラ
ー
テ
ス
タ
ー

　
を
使
う
方
法
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
カ
ラ
ー
テ
ス
タ
ー
や
歯
の
掃
除

　
の
や
り
方
は
個
人
の
歯
な
ら
び
に

　
特
徴
が
あ
り
ま
す
の
で
、
歯
科
医

　
院
で
お
聞
き
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

．
醜
．
、
、
　
L
／
、
ゴ

誕
r
　
＼
ノ

￥
、

停
電

▼
九
月
十
六
日
（
火
）

　
午
前
八
時
か
ら
十
二
時
ま

　
で

○
湯
之
島
・
樋
田
・
崩
田
・

　
坂
中
・
月
、
池
・
中
立
山
・

　
田
麦
立
・
中
原
の
全
部

　
　
　
　
東
北
電
力

▼
八
月
の
で
き
ご
と

ム
っ
θ
の
　
外

へ
　
　
　
　
　
　
ご

声ヤっ

　
殴

　
　
は
　
拒

　
　
　
　
　
　
　
力
、
一
，

ミ
玖
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
ヘ
え
オ
い
　
　
ゼ

　
　
　
4
3
・
ヤ
を
万

　
　
　
　
瀬
／
雛

　
　
　
　
　
　
か
∴
ρ
．

　
　
　
　
　
　
　
ノ

撒
／
劇
、
．
“

　
　
　
（
望
　
、

幅
・
＼
　
・

鴛
ヅ

直
の
、
乏
．
荏
苓
、
㌧

　
　
　
　
鋤
．
罪

、
濃
℃
、
4
卜
・
、

　
　
羽
δ
、
、
’

　
　
　
　
♂
綴
き
e

1
日

　
ヨ

ー4

日
18
日

21
日

27
日

28
日

29
日

30
日

▼
九
月
の
予
定

2
日

4
日

9
日

25
日

農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

農
家
台
帳
説
明
会

成
人
式

議
会
建
設
委
員
会

民
生
委
員
協
議
会

農
業
団
体
等
職
員
連
絡
会

農
業
委
員
会
総
会

民
生
委
員
推
薦
会

選
挙
管
理
委
員
会

若
妻
セ
ミ
ナ
ー

水
稲
共
済
損
害
評
価
打
合

せ
△
云

議
会
定
例
会
（
2
6
日
ま
で
）

　　，斥’
　　て　　｝　’1）　取
言↑琳ガ
え震篤

象．，
4
P
　 F　／

qぶ3要は　　1こぐ“
！k　　丈

｝

o

は

一

十
月
一
日
は
「
商
業
実
態

調
査
」
の
日
で
す

　
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
飲
食
店

を
営
ん
で
い
る
す
べ
て
の
商
店
が

対
象
で
、
十
月
一
日
現
在
で
実
施

し
ま
す
。
主
な
調
査
事
項
は
次
の

と
お
り
で
す
．

①
商
店
名
及
び
所
在
地
．
②
経
営

組
織
③
商
店
の
本
支
店
別
④

商
店
の
開
設
年
、
⑤
来
客
収
容
人

員
数
　
⑥
従
業
者
数
　
⑦
年
間
商

品
販
売
額
　
⑧
業
種
な
ど
。

▽
秘
密
の
厳
守

　
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
統
計
法

に
よ
っ
て
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
徴
税
資
料
に
し

た
り
、
飲
食
店
に
不
利
益
に
な
る

よ
う
な
事
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
の

で
、
正
確
な
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
通
省
産
業
省

國
　
白
先
黒
死
・
五
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
ま
ず
置
き
か
ら

　
5
分
で
初
段
、
3
分
で
3
段
。



竃

広
報
ま
つ
の
や
ま
8
6
年
9
月
号
口
毎
月
－
回
1
0
日
発
行

□
発
行
／
松
之
山
町
奮
㈲
3
1
3
1
　
　
口
編
集
／
議
会
事
務
局

ぽくの絵　　わたしの絵

空とぶ　とんぽ

運動会でのつなひき

　
＼
、
照

まつのやま（圃

なわとびをしているボク

N
T
T
よ
り
お
知
ら
せ

浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
た

公
衆
電
話
が
、
農
協
前
に
移
さ
れ

ま
し
た
。
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
も

使
川
で
き
ま
す
．
　
（
緑
の
電
話
）

A

秋の全国交通安全運動

9月21日～30日

醸とし乞／　　糠　
　　　　　き　　　　　　しみ家年　▽　▽　▽　▽
　　　　　　よで族寄九踏転二交歩のシ
　　　　　1乞，’でり月）！9鹸塑行正i重
　　　　　｝　交のをト事追車事者しト
　　　　　1　通話事 五故放を故及いべ
　　　　　ぎ　　　　　1　安し故日の　中防び着ル
　　　　　1全合か副坊心ILn用ト点
　　　　　）　にいら敬止　と　転o）・　　購繊響　　　、　　1　取や守老　　し　車徹へたかはしゆつたく）　　り地るの　　　た　　利底ル
　　　　ん1　　組域たH　　　無　 旧　 メ

　　　　　1巽暢　毯虜iζ

たなべたかゆき癖

（松之山保育園）

入
札
結
果

▽
産
第
卜
四
号
　
団
体
営
か
ん
が

　
い
排
水
　
　
へ
藤
倉
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
一
、
O
し
O
万
円

▽
産
第
1
．
五
号
　
圃
場
・
農
道
整

　
備
工
事
　
　
（
L
湯
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
一
、
四
二
〇
万
円

▽
建
第
二
卜
几
号
　
道
路
災
害
復

旧
L
事
　
（
新
田
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
κ
．
』
O
万
円

歌
会
始
め
の
お
題

　
　
「
木
」

　
締
切
は
十
月
十
一
日

　
昭
和
六
卜
、
｝
年
歌
会
始
の
お
題

が
「
木
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
〔
注
）
樹
と
詠
ん
で
も
よ
い
．

　
詠
進
歌
は
、
白
作
の
歌
で
一
人

一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
．
用
紙
は
、
半
紙
へ
和
紙
）

と
し
、
L
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ

い
。

菖
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
使
い
、

右
半
分
に
お
題
と
歌
、
左
半
分
に

郵
便
番
目
ゲ
、
住
所
、
氏
名
（
本
名

ふ
り
が
な
つ
き
）
、
生
年
・
月
日
及

び
職
業
を
縦
涯
き
で
書
い
て
く
だ

さ
い
。永

並
）
朝
財
よ
し
j
、
i
　
卜

　
μ
ー
メ
O
ー
ノ
一
こ
ノ
ヌ

i
～

月
卜
一
H
ま
で
、

　
あ
て
完
、
〒
、
O
Q
　
東
京
都

ト
代
田
区
ト
代
田
．
番
．
・
ゲ
　
宮

内
庁
へ
、
封
筒
に
。
詠
進
歌
　
と

k
H
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　
残
暑
お
見
舞
申
し
L
げ
ま
す
。

　
人
間
に
は
厳
し
い
暑
さ
も
、
稲

に
と
っ
て
は
作
柄
を
左
右
す
る
恵

み
の
天
気
の
よ
う
で
す
．
行
楽
の

秋
も
農
家
に
と
っ
て
は
猫
の
ヂ
も

借
り
た
い
ほ
ど
忙
が
し
い
季
節
。

ケ
ガ
や
病
気
を
し
な
い
よ
う
注
意

し
た
い
も
の
で
す
。

　
八
月
に
浦
田
地
区
芸
能
祭
が
あ

り
、
早
速
出
掛
け
て
み
た
ま
で
は

い
い
の
で
す
が
大
失
敗
。
な
ん
と

写
真
が
写
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

浦
田
の
み
な
さ
ん
こ
め
ん
な
さ
い
。

　
観
光
農
園
の
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
、

チ
供
達
の
う
れ
し
そ
う
な
顔
が
印

象
的
で
し
た
．

3
1

　　　日　白　く
5　　　　3　1詰
　，　　ノ）プ）碁

ト　オ正
ヒ　キ解
ウ・か〉

妙起
r・r
て　て

璽1匠　　’

条III
l’12
て　の
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ー
o
り
o
o
F
ー


